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まずは高知をＰＲ



・人口減、過疎化、少子高齢化が進行

人口約80万人→2030年には70万人（予想）

高知市に33万人（高知市周辺に約6割が一極集中）

老年人口割合25%（全国3位）

・変化に富み、山林の多い地形

森林面積割合 83%（全国1位）

東西に細長く、海岸線が長い

県内移動には、最大６時間かかる

・過疎地等の情報通信基盤の格差

ブロードバンド世帯普及率 27%（全国47%）

テレビ放送（アナログ） 約3万世帯は、共聴施設で視聴

高知の基礎データ



情報ハイウェイの基本的な枠組み

・行政事務、教育・研究、防災、保健・医療等の公共分野の情報化推進（主目的）

・ブロードバンド未提供地域の解消

・民間による情報ネットワークサービスの活性化

目的

・広域イーサネットとＩＰ－ＶＰＮの両方が利用可能

・ＳＬＡによる通信品質の確保

・アクセス回線料金を県内均一にするためアクセスポイントを各地に設置

内容

情報ハイウェイ本体は県負担、アクセス回線は利用者負担

構築手法

役割分担

民間サービスとして調達



新情報ハイウェイの概念図



新情報ハイウェイがここまで来た
平成18年4月
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南国オフィスパーク

教育センタ

高知県庁

高知工科大学

基幹回線（最大2.4G）
市町村役場・総合支所

新情報ハイウェイのアクセスポイント(11か所)

アクセス回線（10～100M）

主要拠点(４か所)

ブロードバンド化の小中学校（346 / 380校）



主な実績

・行政事務、防災、医療分野など （接続先 約２５０）

県と市町村間の接続、市町村合併

総合防災情報システム

へき地医療の支援

・学校、大学 （接続先 約５００）

山奥にも光回線、公立学校の9割以上がブロードバンド

ＴＶ会議などを用いた学校間交流

ＪＧＮⅡとも相互接続

・一般企業 （接続先 ２３）

情報関連企業

ブロードバンド利用

ＣＡＴＶ局間の映像伝送



新情報ハイウェイの利用状況 医療分野（へき地医療機関への支援）

梼原病院

十和村
国保診療所

大月病院

地域医療室
（幡多けんみん病院）

吾川村
大崎診療所

本川村
長沢診療所

葉山村
杉ノ川診療所

大川村
小松診療所 嶺北中央病院

へき地医療センター
（県立中央病院）
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ＡＰ 馬路村診療所
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土佐山村
へき地診療所
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【凡例】
　　　　：　アクセス回線（１０Mb/sｲｰｻﾈｯﾄ）
　　　　：　アクセス回線（１．５Ｍb/s　ＤＡ１５０

０）

　　　　：　ハイウェイ基幹回線（２．４G）

インターネット

・ファイル共有サーバ（症例などの情報）
・テレビ会議サーバ

沖の島
へき地診療所

高知大学医学部
付属病院

代表セグメントのプロキシ
機能を利用した県イン
ターネットＶＰＮを利用

(高知医療セン
ター)

テレビ会議システムや共有サーバを活用して月例研修会や随時の症例相談
／アドバイスなどを実施



Ｃ：ホームページでの
地域情報の発信

Ｂ：遠隔地での教員研修

高速インターネットを活用した

「分かる楽しい授業」の実現

生きる力の育成

教育センタ

Ｂ：テレビ会議による
学校間交流

インターネット Ａ：教育用コンテンツの配信

Ｂ：テレビ会議の活用

Ｃ：開かれた学校づくりでの活用

Ａ：教材や事例ノウハウ等のデータベース化と
情報システムの一元管理

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

新情報ハイウェイ
７０校以上に
拡大

新情報ハイウェイの利用状況 教育分野（学校間交流）



新情報ハイウェイ

インターネットサービス
提供事業者

中山間地域の家庭や企業の未提供地域をカバー
無線

高知ＡＰ ＡＰ

DSL

ADSL

直接接続

電話局舎

ｻｰﾋﾞｽ単位 月額料金 利用可能場所

無線 数十ﾕｰｻﾞ 数千円 アンテナ見通し2km程度

ＡＤＳＬ 約100ﾕｰｻﾞ 数千円 電話局舎から7km程度

直接接続 １ﾕｰｻﾞから 数万円 主要な集落

新情報ハイウェイの利用状況 民間利用（ブロードバンドサービス）

タイプ別の特性



放送網

新
情
報
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ＡＰ

ＡＰＯＮＵ

ＩＰデコーダ

ＩＰエンコーダ（仮設）

Ｌ２－ＳＷの未使用ポートに
ルータを接続

送出スタジオへ
（映像／音声接続）

ＡＰＡＰ

ＡＰ

ＡＰ：アクセスポイント 情報ハイウェイへの接続拠点
ＩＰエンコーダ： 映像・音声の伝送装置
ＩＰデコーダ ： 映像・音声の受信装置

新情報ハイウェイの利用状況 民間利用（放送用映像素材の現場中継伝送）

役場ＬＡＮ

市町村役場設備
放送事業者設備

ＯＮＵ



・電子自治体の推進

共同アウトソーシング、共通アプリの活用

・教育、研究活動の発展

教員への遠隔研修、全国高専間の遠隔講義（ＪＧＮⅡ ）

これから

おわり

・ブロードバンド未提供地域の解消

条件不利地域の立地企業、テレワーク、一般住民

・情報ネットワークサービスの活性化

データセンター利用、地上デジタル放送実験関連など

公的分野

民間利用
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